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湿原散歩
早朝の気温が氷点下となり、標高の高い山では初冠雪を迎

える頃となった。釧路湿原の紅葉も見ごろとなり、空気が

澄んだ空の下では鮮やかな色彩を放っている。紅葉を映し

た湖面には水鳥たちが集い、越冬のため飛来したオオハク

チョウやヒシクイも加わり、一時のにぎわいを見せている。

湖畔を漂う風の中に雪虫が飛び交う。鮮やかな季節が終わ

り、やがて渡り鳥が更に南へ向かう頃には釧路湿原に雪が

舞う日も近い。

　　　　　　　　　　　　釧路湿原国立公園    塘路湖エコミュージアムセンター (あるこっと )だより
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塘路フィールドノート【９/ １５～１０/ １４】

②

【野鳥】
　シラルトロ湖では徐々にヒシクイが増えてきました。渡りのカモ達も間もなくやってきて、湖はさらににぎやか
になることでしょう。そして 10 月も下旬になると、いよいよオオワシ・オジロワシがやってきます

マガモ（シラルトロ湖）
エクリプスの♂。まだ生殖羽への移行前の
ようで、かなり地味なカラーリングです

マガモの群れ（シラルトロ湖）
猛禽の気配を察知したのか、けたたましい
羽音とともに一斉に飛び立って行きました

オシドリ（塘路湖）
エクリプスの♂。こちらは色鮮やかな生殖
羽への移行が既に始まっていました

カワウ ?（シラルトロ湖）
嘴まわりの白色部分が目立たないので、カ
ワウの若い個体のように見えますが…

オオバン（シラルトロ湖）
マガモの群れの中に混じっていました。
そろそろ越冬地へと旅立つころです

オオヒシクイ（シラルトロ湖）
その名のとおり「ヒシをクッ」ていると
ころ。湖にはごちそうがいっぱいです
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エゾタヌキ（茅沼蝶の森）
蝶の森で遭遇した 2 頭のうちの片割れ。食
べ物を探しながらウロウロしていました
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【植物】　

　花は残すところわずかとなり、代わって塘路湖畔では紅葉が見ごろを迎えています。鮮やかに色づいた木の葉、
赤く熟した果実、ヨシやスゲの枯れ色。塘路湖畔に秋らしい光景が広がっています。

塘路湖畔の紅葉
センター対岸の紅葉。鏡の様な湖面に鮮や
かに色付いた木々が映し出されていました

ニシキギ（塘路湖畔）
真っ赤に紅葉した葉と成熟した果実。赤色
の鮮やかさは湖畔でも随一です

枯れ色の塘路湖畔
紅葉と比べると地味な色彩ですが、湿原の
秋にこの枯れ色は欠かせません

【動物】　

　秋になり、動物たちの毛並みがモコモコの冬仕様に変わりつつあります。冬に備えて活動が活発になるこの時期、
周辺の車道でもエゾシカやキタキツネなどの姿をよく目にします。事故に遭わなければいいのですが…

キタキツネ（茅沼蝶の森）
草むらでくつろいでいるところに遭遇。ふ
と目が合って警戒モード発動中

エゾリス（塘路湖畔）
草むらで物音がしたのでそちらを見ると、
突然目の前の木に飛び移ってきました

【昆虫】　

　秋が深まり、トンボの季節がやってきました。晴れて暖かい日には、赤トンボの仲間、ヤンマの仲間、エゾトン
ボの仲間が元気に飛び回っています。ただ時々、翅がボロボロになったお疲れ気味のトンボを見かけることも…

アキアカネ（サルルン展望台）
赤トンボといえばやはりこの種。サルボ・
サルルン展望台周辺で多く見られます

ミヤマアカネ（シラルトロ湖畔）
日向ぼっこ中の個体。この辺りでは見かけ
る頻度が比較的少ない南方系のトンボです

キトンボ（塘路湖畔）
塘路湖畔では一番よく見る赤トンボ。写真
のような交尾中のペアもよく見かけます
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ホソミモリトンボ（サルルン展望台）
同定に迷うところですが、腹部の模様や付
属器の形状から当該種のメスのようです

エゾトンボ（塘路湖畔）
塘路湖畔では比較的確認頻度が多いトン
ボ。枯れ枝に止まって一休みしていました

ルリボシヤンマ（塘路湖畔）
翅がボロボロになっていた個体。縄張り争
いで傷ついたのでしょうか



 

釧路湿原国立公園

塘路湖エコミュージアムセンター　あるこっと

〠 088-2264　北海道川上郡標茶町塘路原野
TEL：015-487-3003       FAX：015-487-3004
E-mail：emc@hokkai.or.jp
開館時間：10：00 ～ 17：00
                 （11 ～ 3 月：16：00 まで）
休館日：毎週水曜日　12 月 29 日～ 1 月３日
　　　　入館無料

～編集後記～
■日没も早くなり、気温も一気に下がるようになり

ました。湿原周辺の道路ではこの時期、エゾシカが

姿を現すようになり、突然走行中の車の前を横断す

ることがあります。冬毛となったエゾシカは夕方か

ら夜間にかけて確認しづらくなりますので、スピー

ドの出し過ぎや車間距離には十分注意してくださ

い。

◆日出・日入時間　９/15(5:02,17:33). ９/30(5:18,17:06).10/14(5:34,16:42)　

１１月の自然ふれあい行事 

事前の申込が必要です。
 　　　　　 　 　　　　　　　　　

◎ムックリ（口琴）を作ろう                              

 [ 日　時 ]　１１月４日（土）１３時～１５時

 [ 定　員・参加料 ]　15 名　300 円（材料費）　　　  

 [ 開催場所 ]　塘路湖エコミュージアムセンター

◎バートカービング初心者講座
第 3 回（全 5 回）

  [ 日　時 ]　１１月１２日（日）１１時～１５時

  [ 定　員・参加料 ]　前回参加者の方　　　  

  [ 開催場所 ]　塘路湖エコミュージアムセンター　　　　　 　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　

 

◎地形を見て歩く！湿原探索                              

 [ 日　時 ]　１１月１９日（日）１０時～１２時

 [ 定　員・参加料 ]　15 名　　　　  

 [ 開催場所 ]　温根内ビジターセンター

◎クリスマスリースを作ろう                              

 [ 日　時 ]　１１月 2 ６日（日）１３時～１５時

 [ 定　員・参加料 ]　15 名　500 円（材料費）　　　  

 [ 開催場所 ]　温根内ビジターセンター

④

◎申込・問合わせは温根内ビジターセンター（0154-65-2323）まで

◎申込・問合わせは塘路湖エコミュージアムセンターまで

　釧路湿原にあるシラルトロでは８日に越冬のた

め、オオハクチョウが飛来しました。一足早く飛

来したヒシクイの群れとともに長旅の疲れを癒す

ように湖上で羽を休め、時折餌の水草などを食べ

ていました。毎年１０日前後に飛来してくるオオ

ハクチョウも冬が近づくとともにその数も増え、

塘路湖でも今年生まれた幼鳥（灰色をしている）

と一緒のオオハクチョウが見られるようになりま

す。

シラルトロ湖にオオハクチョウが飛来しました

ヒシクイの群れとオオハクチョウ
（上空をタンチョウが飛んで行きました）


